
１ 
 

１ 
 

 

線
部
①
の
後
に
「
見
せ
て
あ
げ
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
い
い
も
の
」
と
は
、
エ
ミ
子
が
チ
ヅ
ル
に
見
せ
た

も
の
で
あ
る
。 

  
 

３ 
 

 

線
部
②
と
は
、
エ
ミ
子
が
「
い
な
く
な
っ
て
い
た
」
こ
と
で
あ
る
。 

こ
の
こ
と
に
チ
ヅ
ル
が
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
理
由
に
着
目
す
る
と
よ
い
。 

  
 

４ 

前
後
の
「
顔
を
真
っ
赤
に
し
て
」
「
肩
で
息
を
し
て
」
の
部
分
か
ら
、
エ
ミ
子
の
様
子
を
想
像
す
る
。 

 

２ 
 

１ 

「
あ
た
し
」
が
「
酸
素
た
り
な
い
」
と
感
じ
る
時
の
様
子
や
、
「
酸
素
た
り
な
い
」
と
感
じ
る
理
由
が
ど
こ
に
書
か

れ
て
い
る
の
か
を
探
す
。 

 

２ 

イ
ン
チ
ョ
ウ
は
「
席
が
え
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
た
が
、
ド
キ
リ
ン
コ
（
先
生
）
は
席
が
え
を
し
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
イ
ン
チ
ョ
ウ
が
席
が
え
を
し
て
ほ
し
か
っ
た
理
由
と
、
ド
キ
リ
ン
コ
が
席
が
え
を
し
な
か
っ
た
理
由
に
も
着
目

す
る
。 

 

 
 

３ 

ド
キ
リ
ン
コ
（
先
生
）
の
発
言
で
、
班
で
の
活
動
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
箇
所
に
着
目
す
る
。 

 

 

３ 
 

 
 

１ 

「
無
造
作
」
と
は
、
「
技
巧
を
こ
ら
さ
な
い
こ
と
。
念
入
り
で
な
い
こ
と
。
」
で
あ
る
。 

  
 

２ 

「
私
」
は
、
リ
エ
た
ち
が
さ
り
げ
な
く
「
す
い
ち
ゃ
ん
」
を
い
じ
め
て
い
る
の
を
注
意
で
き
な
い
で
い
る
。 

そ
の
理
由
に
着
目
す
る
。 

  
 

３ 

「
私
」
は
、 

 

線
部
③
の
直
前
で
「
す
い
ち
ゃ
ん
、
私
の
大
盛
り
に
し
て
」
と
言
っ
た
と
き
の
自
分
の
こ
と
を
誇

り
に
思
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
と
き
の
「
私
」
の
様
子
に
着
目
す
る
。 

  

 
 

３ 

「
言
っ
た
」
の
は
「
校
長
先
生
」
で
あ
る
。 

  
 

５ 

活
用
形
は
、
あ
と
に
続
く
語
が
何
か
で
判
断
で
き
る
。 

 

 
 

小
説
文
（
友
情
） 

ヒ
ン
ト
プ
リ
ン
ト 

 
 
 
 
 

本
体 

Ｐ 
 

～ 

氏 

名 

実
施
日 

 
 

年 
 
 

月 
 
 

日 

あ
と
に
続
く
言
葉 

 

ナ
イ
・
ヌ 

レ
ル
・
ラ
レ
ル 

ウ
・
ヨ
ウ 

未
然
形 

マ
ス
・
タ 

タ
イ
・
テ 

 

連
用
形 

 
 

。 

終
止
形 

ト
キ 

コ
ト 

モ
ノ 

ノ
デ 

連
体
形 

バ 仮
定
形 

○ 命
令
形 


